































９．上唇に生じたmammary analogue secretory carcinoma
の１例
小川 将，池 嘉子，清水 崇寛
横尾 聡（群馬大院・医・口腔顎顔面外科学・
形成外科学）



































et al.Head Neck 2016 38 suppl 1 E1582).今回われわれは
口腔癌全体においても簇出がリンパ節転移,予後予測因子
と成り得るかについて検討した.【材料と方法】 当科に
て生検・手術を施行した口腔扁平上皮癌症例209例につい
て,生検標本での病理学的評価項目に加えて簇出個数を評
価し,リンパ節転移,予後との関連を検討した.簇出は腫瘍
細胞5個未満の小胞巣と定義し,keratinの免疫染色を行
い,x20視野で浸潤先端部の簇出個数をカウントし,1視野
あたりの最高値をその症例の簇出scoreとした.【結 果】
単変量解析でリンパ節転移との間に有意差があったのは,
簇出score,分化度,浸潤の深さ,浸潤様式,脈管侵襲であっ
た.多変量解析において,簇出score,浸潤様式,リンパ管侵
襲は頸部リンパ節転移の独立危険因子であった.特に,T1/
2,cN0症例にかぎると,簇出scoreは無再発生存率におい
て有意差を示した.【考察と結語】 今回の検討から,簇出
は口腔癌全体においてもリンパ節転移,予後予測因子とし
て有用であり,T1/2,cN0症例において,生検標本で簇出
scoreが3以上の症例は頸部予防郭清術を考慮する必要性
があると考えられた.
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